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研究業旗に貢献することができたものと自負してい
る｡また､本施設自身も研究 ･大学院教育に力をい
れてきた｡現在､医学部からの援助を受けながら､
技官は12名､フルパート1名､パート23名､外注23
名という最小限の人数で運営を続けている｡ また､
空調機などの老朽化が進み､それにともなうトラブ
ルの防止が今後の課題である｡ ポストゲノムの時代
を迎え､遺伝子機能解析の研究が今後益々重用祝さ
れることが予想されている｡その意味で､動物実験
施設に期待されている役割は小さくない｡不況の
中､大型研究費の獲得は年々困難になる昨今である
が､動物実験施設は従来の動物を管理 ･飼育する環
境を提供するという役割に加えて､積極的に21世紀
のバイオサイエンスに貢献する研究をリードできる
ような組織 ･体制の確立が望まれている｡ 抜本的な
組織改編も視野に入れつつ､本施設の今後の発展を
期待し､また一層努力を積み重ねたい｡
